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新シリーズ「問いつづける民衆史」刊行開始！ 

朝鮮植民地戦争の現場を生きた民衆にとっては、「戦時」と「平時」は未分離であった。 

日本における排外主義の原点を問う。 

〈著者紹介〉愼蒼宇（しん ちゃんう）：法政大学社会学部教授（朝鮮近代史） 

 

～版元から～ 朝鮮の人びとは甲午農民戦争以降、50年以上にわたって日本の侵略と植民地戦争にさらされ続けました。それは彼我の

力が圧倒的に違う「非対称戦争」であるがゆえに凄惨なジェノサイドを伴い、その延長線上に関東大震災時の朝鮮人虐殺は起こりまし

た。平時のない植民地戦争のなかで虐殺体験や朝鮮民衆への憎悪・恐怖を内面化した日本軍人・兵士たちと、その暴力にさらされなが

らも抵抗し続けた朝鮮民衆の姿を通して、日本近代史に圧倒的に不在だった植民地戦争の実態を描き出します。 

18世紀以降の世界史を「民衆」に焦点を合わせて描き直す新シリーズの第一弾です。 
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